
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Aomori Pref. Namioka High School 
http://www.namioka-h.asn.ed.jp/ 

〒038-1311 青森県青森市浪岡大字浪岡字稲村 101-2 

℡ 0172-62-4051（代表）  fax 0172-62-1556 
浪高だより 

第 1９号 令和 ４ 年 ３ 月１０日（木）発行 

令和２年１０月１０日(土) 

創立９０周年記念式典挙行 

 

「浪高だより」は、本校 HP に

掲載しています。浪岡高校公式

YouTube「浪高チャ 

ンネル」も視聴よろ 

しくお願いします。 

 
 令和３年度「卒業証書授与式」が令和４年 3 月１日（火）に行われました。

新型コロナウイルス感染防止対策のため、今年度も規模を縮小しての卒業式とな

りましたが、卒業生３６名がこの浪岡高校を巣立ちました。卒業証書授与に続

き、對馬嘉晴校長が式辞を述べ、西郷隆盛の残した「敬天愛人」という言葉が本

校の校訓『誠実・勤勉・友愛』の精神に通じることや、「幾多の迷う機会があっ

たときに、本校校訓を思い出し、自分の成すべきことが正しいか正しくないか、

人の道に反していないかを見極め、他人を敬い、他人に迷惑をかけない正しい道

を歩んでいって欲しい。」と語りました。在校生代表の送辞では、現生徒会長の 

佐藤歩夢 さんが、「先輩方は、私たちのリーダーとして先頭に立って活躍し、素

晴らしい成果を残してくださいました。社会に出ると、失敗や挫折を経験するか

もしれませんが、決して諦めることなく、浪岡高校で学んだことを胸に、何度で

も挑戦してください。先輩方、本当にありがとうございました。」と話しまし

た。最後に、卒業生代表として答辞を述べた 田中孝志朗 さんは、「在校生のみ

なさん、三年という月日は長いようで短く、あっという間に過ぎていきます。だ

から、一日一日を大切に悔いのないように過ごして下さい。私たち卒業生一同

は、この浪岡高校を卒業することを誇りに思い、これから新たな目標に向かって

精進していきます。」と語りました。全校生徒と３年生の保護者、来賓は数名の

出席となりましたが、卒業生の凛とした態度が保護者に感動を与えた素晴らしい

卒業証書授与式となりました。 



 

 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇ 優良賞 

 秋 元 碧 空   織 田 柊 磨  

 木 津 尭 之   後 藤 拓 人  

 清 水 大 洋   前 田 明日暉  

 三 橋 颯 太   髙 坂 琉 衣  

 中 嶋 瑞 貴   中 西 こころ  

 水 木 奏 来   今 井 悠 紀  

 齋  楓 真   田 中 孝志朗  

 安 田 宗 平   猪 股 萌 々  

 太 田 陽 菜   工 藤 稀綾楽  

 舘 山 真 依        

            以上 1９名 

◇ 皆勤賞 

 後 藤 拓 人   中 村 美 月  

            以上 ２ 名 

◇ 特別功労賞 

 後 藤 拓 人   田 中 孝志朗  

            以上 ２ 名 

◇ 功労賞  

 清 水 大 洋   髙 坂 琉 衣  

 水 木 奏 来   安 田 宗 平  

 太 田 陽 菜   工 藤 稀綾楽  

            以上 ６ 名 

◇ 精励賞 

 中 嶋 瑞 貴   中 西 こころ  

            以上 ２ 名 

◇ 青森県高等学校ＰＴＡ連合会会長賞  

 菊 地 深 徳   對 馬 希 颯  

            以上 ２ 名 

◇ 青森県高等学校体育連盟優秀選手賞  

 後 藤 拓 人     

            以上 １ 名 

◇ 日本電卓技能検定協会賞  

 髙 坂 琉 衣   今 井 悠 紀  

            以上 ２ 名 

 
 高校生活３年間の功績をたたえ、来賓・保護者をお迎えし、優良賞や皆勤賞など各賞の賞状授与式が２月 

２８日に行われました。各賞の受賞者は下記の通りです。おめでとうございます。 

 

 

 卒業式前日に同窓会入会式が行われました。入会式は、新たな門出

をお祝いするとともに、同窓生としての認識を持ってもらうための大

切な行事です。山内栄隆 同窓会会長から心温まるお祝いのメッセージ

と記念品が渡されました。続いて卒業生を代表して、水木奏来さんが

お礼のことばを述べました。卒業は母校や友人との別れでもあります

が、同窓会という新しい出会いの場でもあり、言葉では言い表すこと

のできない独特の絆が生まれます。卒業生の活躍を期待しています。 


